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子どもをまんなかに
　世代を越えた地域交流


～小地域ネットワーク
　　緑のひろば～（緑ヶ丘）
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❶ 


７
月
24
日


「
み
ん
な
、な
か
ま
だ
～
♪
ビ
ー


カ
ー
で
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
?!
」


　
協
力　
平
群
町
民
生
児
童
委
員


　
　
　
　
　
　
山
岡　
由
紀　
氏


　
い
じ
め
問
題
と
仲
間
づ
く
り
に
つ


い
て
み
ん
な
で
考
え
ま
し
た
。
そ
の


後
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
作
り
な
ど
を
通
じ


て
仲
間
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。


〈
子
ど
も
た
ち
の
感
想
よ
り
〉


★�


い
じ
め
は
、
自
分
が
さ
れ
た
時
の


こ
と
を
考
え
た
ら
い
け
な
い
こ
と


だ
と
思
っ
た
。


★�


無
視
し
よ
う
と
誘
わ
れ
て
も
、
そ


ん
な
ん
し
た
ら
あ
か
ん
と
断
る
よ


う
に
す
る
。
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
な
ど


み
ん
な
で
色
々
な
も
の
を
作
れ
て


楽
し
か
っ
た
。


❷ 


７
月
26
日


「
親
子
で
ふ
く
し
体
験
」


　
協
力　
手
引
き
の
会　
虹


　
認
知
症
を
正
し
く
理
解
す
る
為
の


認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
と
、


視
覚
障
が
い
者
の
理
解
を
深
め
る
為


の
ア
イ
マ
ス
ク
体
験
、
手
引
き
の
実


習
を
行
い
ま
し
た
。


〈
子
ど
も
た
ち
の
感
想
よ
り
〉


★�


認
知
症
の
方
に
ど
の
よ
う
な
対
応


を
し
た
ら
よ
い
の
か
わ
か
り
ま
し


た
。


★�
ア
イ
マ
ス
ク
体
験
を
行
い
、
視
覚


障
が
い
者
の
気
持
ち
（
不
安
・
怖


さ
）
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
良


か
っ
た
で
す
。


❸ 


７
月
27
日


「
竜
田
川
探
検
隊
～
♪


　


２
０
１
７
」


　
協
力　


�


竜
田
川
環
境
浄
化
推
進


協
議
会
・
竜
田
川
流
域


活
動
団
体
連
絡
会


　
実
際
に
竜
田
川
へ
入
り
、
水
質
や


生
物
を
観
察
し
、
環
境
に
つ
い
て
学


び
ま
し
た
。


〈
子
ど
も
た
ち
の
感
想
よ
り
〉


★�


も
っ
と
魚
や
き
れ
い
な
水
を
大
切


に
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。


★�


コ
オ
イ
ム
シ
は
準
絶
滅
危
惧
種


だ
っ
た
こ
と
に
び
っ
く
り
し
ま
し


た
。
捕
ま
え
た
こ
と
が
あ
る
の
で


ま
た
見
つ
け
た
い
で
す
。


夏
休
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
報
告


小
学
４
年
生
か
ら
中
学
生
３
年
生
ま
で
を
対
象
と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。


今
年
は
、
６
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
延
べ
47
名
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
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❹ 
７
月
31
日


「
災
害
時
に
役
立
つ
防
災
か
ま
ど


ベ
ン
チ
っ
て
な
あ
に
？
」


　
協
力　


�


平
群
町
防
災
士
ネ
ッ
ト


ワ
ー
ク


　
災
害
時
に
ど
の
よ
う
な
行
動
を
取


る
べ
き
か
、
ま
た
、
か
ま
ど
ベ
ン
チ


を
実
際
に
使
い
、
い
ざ
と
い
う
時
に


備
え
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。


〈
子
ど
も
た
ち
の
感
想
よ
り
〉


★�


い
ろ
い
ろ
な
事
を
防
災
士
さ
ん
か


ら
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
命
の


大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。


★�


災
害
が
起
き
た
時
に
役
に
立
つ
物


を
準
備
し
よ
う
と
思
っ
た
。


❺ 


８
月
21
日


「
お
し
え
て
☆


ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
談
」


　
協
力　
畿
央
大
学�


災
害
復
興


　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア


　
　
　
　
Ｈ


 
ホ
 
ー
 
プ
 
フ
 
ル


Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｕ
Ｌ


　
　
　
　
　
　
中
津　
美
穂　
氏


　
　
　
　
　
　
川
端　
祐
馬　
氏


　
災
害
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を


さ
れ
て
い
る
大
学
生
の
お
二
人
か
ら


ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
は
な
に
か
？


私
た
ち
が
今
で
き
る
こ
と
は
？
等
お


話
い
た
だ
き
ま
し
た
。


〈
子
ど
も
た
ち
の
感
想
よ
り
〉


★�


ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
よ
く
わ


か
り
、
興
味
が
で
て
き
た
。


★�


ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
言
葉
は


知
っ
て
い
た
け
ど
、
具
体
的
に
は


知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
か
ら


地
域
の
ご
み
拾
い
を
し
て
み
よ
う


と
思
い
ま
し
た
。


〈
講
師
を
務
め
て
い
た
だ
い
た


　
お
二
人
よ
り
一
言
♪
〉


　
『
今
回
、
子
ど
も
た
ち
に
「
ボ
ラ


ン
テ
ィ
ア
」
に
つ
い
て
考
え
る
機
会


に
な
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
参
加


さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も


た
ち
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
良
さ
、


ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
強
制
で
な
く
、
自


分
が
人
の
た
め
に
何
か
し
た
い
と
い


う
気
持
ち
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
が


少
し
で
も
届
い
た
ら
幸
い
で
す
。』


❻ 


８
月
23
日


「
語
り
つ
ぐ　


平
和
へ
の
願
い


～
滋
賀
県
平
和
祈
念
館
へ
～
」


　
協
力　
滋
賀
県
平
和
祈
念
館


　
滋
賀
県
平
和
祈
念
館
へ
訪
れ
、
学


童
疎
開
な
ど
当
時
の
様
子
を
伺
い
平


和
と
命
の
尊
さ
を
学
び
ま
し
た
。


〈
子
ど
も
た
ち
の
感
想
よ
り
〉


★�


学
童
疎
開
を
し
た
子
ど
も
が
親
元


か
ら
離
れ
、
家
族
に
会
い
た
か
っ


た
だ
ろ
う
し
、
え
ら
か
っ
た
な
と


思
い
ま
し
た
。


★�


当
時
は
食
べ
物
が
無
く
て
イ
ナ
ゴ


を
食
べ
て
い
た
と
聞
い
て
、
今
は


お
い
し
い
食
べ
物
が
食
べ
れ
て
幸


せ
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。


川端さん 中津さん
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　今年も10月１日（日）～翌年３月31日（土）までの６ヶ
月間、全国一斉に「赤い羽根共同募金運動」が実施され
ます。
　運動開始以来、皆様のご理解とご協力に支えられ、今
年で71回目を迎えることになりました。 共同募金は、
地域で暮らす誰もが安心・安全に暮らせる社会づくりを
応援するため多様な社会福祉の課題に取り組む活動を支
援しています。また、昨今増加している甚大な災害に対
応できるよう募金の一部を積み立て、東日本大震災や平
成28年熊本地震といった大災害をうけた被災地での「災
害ボランティアセンター、復興支援センターの設置費及
び運営経費」の拠出に役立てられています。
　本年も、皆様のあたたかい善意の気持ちをお寄せくだ
さいますようお願い致し
ます。


　
平
群
町
役
場
・
プ
リ
ズ
ム
へ
ぐ
り
・
中
央
公
民
館
・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー


か
し
の
き
荘
・
道
の
駅
大
和
路
へ
ぐ
り
・
奈
良
県
農
協
平
群
支
店
・
南
都
銀


行
平
群
支
店
・
平
群
郵
便
局
・
緑
ヶ
丘
郵
便
局
・
西
宮
郵
便
局
・
奈
良
中
央


信
用
金
庫
平
群
支
店
・
奈
良
信
用
金
庫
龍
田
川
支
店	


（
順
不
同
）


● 


町
内
各
所
に
募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す 


●


　平群町共同募金会では、今年も町内各地で開催されるイベ
ント会場や街頭（駅前・店舗前）で積極的に募金活動を行い
ます。
　皆様からのご支援ご協力よろしくお願い致します。


街頭・イベント募金運動を実施します


◆ 店舗前募金
日　時 10月１日（日） 9：00～12：00（予定）
場　所 道の駅　大和路へぐり


日　時 10月１日（日） 16：00～19：00（予定）
場　所 ザ・ビッグエクストラ平群店・ディアーズコープ竜田川


日　時 10月２日（月） 16：00～19：00（予定）


場　所 Ａコープハートフルへぐり・
オークワ㈱プライスカット生駒東山店


◆ 駅前募金
日　時 10月２日（月） 6：40～8：00（予定）
場　所 東山駅　・　平群駅


日　時 10月３日（火） 6：40～8：00（予定）
場　所 元山上口駅・竜田川駅


◆ イベント募金
日　時 10月８日（日） 9：00～
場　所 町民体育大会会場（平群町総合スポーツセンター運動場）


日　時 11月３日（金・祝） 9：00～
場　所 国文祭・障文祭なら2017in へぐり（総合スポーツセンター）


日　時 11月４日（土） 9：00～
場　所 国文祭・障文祭なら2017in へぐり（中央公民館）


赤い羽根共同募金運動がはじまります
～互いに支え合う「寄付の文化」の創造をめざして～
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　世代が違うと、なかなか話すことがなかったり、顔は知っているけれど、どちらのお宅の
子かな？ということが多くあると思います。緑のひろばでは、子どもたちの夏休み期間中、
子ども会と共催のラジオ体操、天体観測、英語、習字、理科の実験、東大寺長老様の法話な
ど、子どもを中心としたサロン活動が展開されました。１００円で食べられる手作りの昼食
も準備され、笑顔で食卓を囲みました。「〇〇さんちの△△くんやな～！」や、「〇〇さんの
隣のおじいちゃん」など、互いを知ることへと繋がり、互いを知ることは、地域の見守りへ
と繋がっていきます。


☆�現在平群町では１５の地域で小地域活動が行われています。詳細は、総務地域福祉係まで
お問合せください。


小地域ネットワーク　緑のひろば


社会福祉協議会　会費会員募集中
　社会福祉協議会では、住民の皆さんのご参加による福祉のまちづくりをすすめています。
会費会員制度に皆さんのご理解ご協力をお願いします。


● ８月にお申込みいただいた会費会員の方 ●


お申込み・お問合せ　総務地域福祉係
※老人福祉センターにおいても受付いたします。ありがとうございました。


会費会員は随時募集しています
一般会員：一口　1, 0 0 0 円
特別会員：一口　5, 0 0 0 円


　　　　　　　（法人・企業・施設・事業所など）


西　岡　　　晥
　匿　名　１人


　　　　　　　　　　　　（敬称略）
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デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
８
月
24
日


（
木
）～
30
日（
水
）に
か
け
て
夏
祭
り


を
行
い
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
が
「
浴


衣
に
着
替
え
ま
し
ょ
う
」
と
お
誘
い


す
る
と
、
最
初
は
尻
込
み
さ
れ
て
い


た
利
用
者
様
も
、
好
き
な
浴
衣
と
帯


を
選
び
、
袖
を
通
し
て
口
紅
を
す
る


と
「
娘
時
代
に
戻
っ
た
よ
う
や
わ
」


と
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。


　


河
内
音
頭
や
炭
坑
節
な
ど
聞
き
慣


れ
た
盆
踊
り
が
流
れ
出
す
と
、
さ
す


が
昔
取
っ
た
杵き
ね


柄づ
か


で
、
自
然
と
体
が


動
き
出
す
方
も
。
若
い
頃
の
思
い
出


を
お
話
し
い
た
だ
い
た
り
、
歌
や
太


鼓
の
腕
前
を
披
露
し
て
く
だ
さ
る
方


も
い
ま
し
た
。


　


ま
た
、
新
舞
踊
『
寿す


雀じ
ゃ
く


会か
い


』
の
皆


さ
ん
に
来
訪
い
た
だ
い
て
、
会
場
が


一
層
華
や
か
に
な
り
ま
し
た
。
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　平群町社会福祉協議会で開設している
善意銀行は、住民の皆さんの善意の気持
ちを受け取る窓口です。
　ここでご寄附いただいた金品は、わた
したちの町のさまざまな福祉事業に活か
されます。


預託の受付は総務地域福祉係まで


あたたかいお気持ち ありがとうございます


善意銀行預託者


平成29年₈月₁日～31日までに預託をして
いただいた方をご紹介します。


（敬称略）


氏　　　名 指定等


山　本　　　章 任　意


登録ヘルパー募集！
●訪問介護（ホームヘルプ）
　家事援助：掃除、買物、調理等
　身体介護：入浴介助、食事介助、排泄介助等
●通所介護（デイサービス）
　デイサービス利用者の介助等ケアスタッフ業務
　●勤務時間　相談に応じます（非常勤）
　●資　　格　介護福祉士または
　　　　　　　ホームヘルパー２級以上または
　　　　　　　介護職員初任者研修修了者
　●試　　験　面接
　●お問合せ　総務地域福祉係







参加者の声
▶�フラダンスを見て、夏を楽しんだ感じです。
▶�カラオケをしてたくさん声をだして元気に
なりました。


▶�同じ仲間同士で、話もしやすく、お友だち
もでき、とても嬉しいです。次回も参加し
たいです。


　今年度２回目となる事業。心待ちにして
くださった方もあり、楽しい雰囲気の中で
の開催となりました。
　恒例の体操を行った後、昼食。お話しに
花を咲かせながら食事し、長寿会アロハク
ラブによるフラダンスを鑑賞。また、喫茶
やお風呂、カラオケ、映画、健康相談など、
参加された皆さんは楽しそうに過ごされて
いました。


からだと のあたま 体操
日　時　10月３日（火）　午前10時30分～
場　所　新館会議室
お申込み　かしのき荘


フロア体操（ロビー）
日　時　10月13日（金）、20日（金）、
　　　　27日（金）
　　　　午後１時30分～
　ゆっくりと和気あいあいとした雰囲気の
なか行っております。かしのき荘へお越し
の時は、お気軽にご参加ください。
　ビデオ上映会とフロア体操は、お申込み
不要です。


ビデオ上映会


ご利用時間
　月〜土曜　午前９時〜午後５時
［祝日は休館］
　※お風呂は、月～金曜
　　　　　　　午前11時～午後３時30分


　　�有志のボランティアによる喫茶ゆ～あ
いサロンも行われています。


10月は、５日（木）、19日（木）、24日（火）
正午〜午後３時です。


おおむね65才以上の方ならご利用いただけます。


　ビデオを大きなスクリーンでご覧になり
ませんか？


　　　10月17日（火）午後１時〜


▲ 長寿会アロハクラブの皆さんにフラダンス
を披露していただきました。


　 最後に会場の皆さんで「月の夜」を手拍子
し、歌ったり、踊ったりしました。


▲体操で健康な体作り…


老人福祉センター　かしのき荘　ひとり暮らしサポート事業


「で愛・ふれ愛・語り愛サロン」
で夏を満喫…８月29日（火）に開催し、36名の参加がありました。


その様子をご紹介します。
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ご利用ください







　最近物忘れが…。こんなとき他の方はどうしているのだろう…。相談する人がほしい…。
誰かに話を聞いてほしい…。介護の息抜きがしたい…。とにかく人に会える機会がほしい
…等々。認知症のお悩みや不安を抱いている皆さん、気軽にお茶を飲みながら、いろいろ
お話しませんか。
　簡単な体操やクラフトづくりなどもお楽しみいただけます。


対　象：認知症の方、ご家族、地域の方、医療・介護専門職など
日　時：毎月第２金曜日　午前10時～12時


参加費：１００円
場　所：地域包括支援センター（ふれあい交流センター内）
　　　　お申込みは不要です。お気軽にお立ち寄りください。


開催日 １０月１３日 １１月１０日


　「最近物忘れが多くなってき
た」「親の介護が心配」など、
認知症、若年性認知症に関する
不安や悩みがある方は、一人で
抱え込まず気軽に相談してくだ
さい。当日は、『ハートランド
しぎさん認知症疾患医療セン
ター』の専門スタッフがご相談
に応じます。


日時：10月19日（木）
　　　午後1時30分～
　　　　　　　　３時30分
場所：地域包括支援センター
（ふれあい交流センター内）


※	予約制ですので、まずは地域
包括支援セン
ターにお電話く
ださい。


　認知症は誰にでも起こる可能性がある脳の病気です。
　あなたや大切なご家族が認知症になった時、地域に
理解してくれている人がいれば、どんなに心強いで
しょう。
　認知症サポーターとは認知症を正しく理解し、認知
症の方やその家族をあたたかく見守る「応援者」のこ
とで「何か」特別なことをする人ではありません。
　この講座を受講された方がサポーターとなります。
　ひとりでも多くの方に参加していただき、地域や職
場で見守りの輪が広がることを願って
います。
　おおむね10人以上の参加者があり、
町内に会場を準備いただければ、無料
で講師を派遣致します。時間は原則として、平日の午
前９時～午後５時までの１時間半程度ですがご希望に
より日時などは相談に応じます。
　地域包括支援センターへお申込みください。


認知症オレンジカフェ  ～ 心
こ


晴
はる


 ～


認知症相談会認知症サポーター
養成講座


地域包括支援センターコーナー
平成29（2017）年10月１日	 第　245　号


8地域包括支援センター☎45―７０１２　　　老人福祉センター　かしのき荘☎45―5７68平群町社会福祉協議会【ホームページ】http://www.heguri-shakyo.or.jp/　【Ｅメール】office@heguri-shakyo.or.jp
再生紙を使用しています


認知症サポーターキャラバン


講師の派遣を致します
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